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ルクセンブルク Med-e-Tel学会 



3 

周産期医療の国内展開と海外への応用      MITLA Co. 

沿革（香川県医療ITの歴史） 
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減少する産婦人科医 
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周産期医療情報ネットワーク 

遠野市助産院ねっと・ゆりかご 

県立釜石病院 
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周産期遠隔医療ネットワークコンテンツ  

周産期電子カルテ 

● 周産期電子カルテは妊婦さんと 胎児のための電子カルテです 

● インターネットを通じて，他病院、他施設と情報を共有することができます 

検診一覧画面 

入院情報画面 

携帯の電波で自宅から胎児の心拍データ・母体の陣痛を送信す
ることができます。 
 

 医師は携帯電話などでおなかの赤ちゃんのようすをグラフで参

照することができます。 
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周産期電子カルテ（ハローベイビープログラム） 

≪健診一覧画面≫ 

（検査画面） 

（母体健診画面） 

（胎児健診画面） 

（基本情報画面） 

（グラフ画面） 

（既往歴画面） 

健診一覧画面を中心としたスムーズな画面展開 
他にも妊娠合併症画面、精密超音波画面、保健指導
画面、一ヵ月後健診画面等があります。 
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Web版周産期電子カルテ画面 胎児心拍数グラフ画面 

CTGグラフボタンをクリック 

・表示されたグラフは、時間軸の変更・ノイズ消去が可能 

・印刷ボタンで帳票出力が可能 

情報共有 
モバイルで 

胎児心拍等 

伝送 
サーバ 

モバイルCTG 

胎児心拍計測器 

医師 
Web電子カルテ 

Web電子カルテ 

地域中核病院 診療所 妊婦宅 

助産師 

保健師 

家庭や助産院と中核病院をつなぐ 
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遠隔診療試行症例数 

妊婦遠隔診療試行症例 

年度   回数  利用者 
 

平成18年   35回  18人 
平成19年   99回  35人 
平成20年  217回*  78人 
 

＊内訳：遠隔妊婦健診170件 陣痛などの状態観察が47件 
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５ 

        

2007.4.8 ニューヨークタイムズ 

遠野のモバイル遠隔健診紹介 

モバイル胎児心拍転送システムを活用 

Ｉ Ｔ 技術で 
 
 妊婦を見守る 
 
負担軽減と不安解消 

産科医療機関との連携 

助産院 病院 

周産期ｾﾝﾀｰ 

医療機関 

• 小型軽量で持ち運びできるモバイル胎児心拍転送装置（モバイル
CTG) は、NTT FOMA通信網を用いて自宅や助産院から胎児心拍
数・母体 陣痛を送信することが可能。 

• 医師は、インターネット回線でパソコンまたは携帯電話等で妊婦の計
測データを容易に診断することが可能。 

ﾓﾊﾞｲﾙ胎児心拍転送装置 
（モバイルＣＴＧ） 
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母子手帳番号を管理番号とした行政機関（市町村）と医療機関が利活用するセンターサーバー型医療情
報データベースを厚労省事業として構築した。 

岩手県周産期医療情報ネットワークシステム「いーはとーぶ」 



12 

周産期医療の国内展開と海外への応用      MITLA Co. 

 

高度医療 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

周産期医療情報センター 

総合周産期母子医療センター 

病院・診療所・助産所 

搬送・紹介情報 

搬送・紹介情報 

市町村 

いーはとーぶ 
 システム 

周産期サーバー モバイルＣＴＧサーバー 
妊
娠
届
出 

支
援 

☆母子健康手帳番号 

①妊娠届出情報 

 「いーはとーぶ」は、市町村や医療機関が、妊娠から出産までの相談や医療提供のため、
健診データなどを登録し、活用させていただく情報システムです。 
 この情報システムに登録することにより、妊婦健康診査の実施や高度医療が必要な妊婦
さんや赤ちゃんの緊急な搬送、産後の育児支援のための連携が円滑に行われます。 
 妊婦さんの同意のもとに行い、個人のプライバシーは十分に守られるものです。 

参
加
同
意
書 

説
明
・交
付 

地域周産期母子医療センター 

連
携 

連
携 

②健診情報 

③分娩情報 

④退院情報 ⑤統計情報 

⑥情報提供 

⑦指導依頼 

⑧受診券請求 

⑨妊婦台帳管理 

⑩受診券管理  

母子健康手帳 

遠隔妊婦健診 

岩手県周産期医療情報ネットワークシステム「いーはとーぶ」 
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岩手町 

普代村 

九戸村 

軽米町 

田野畑村 

岩泉町 

川井村 

山田町 

雫石町 

滝沢村 

矢巾町 

葛巻町 

紫波町 

釜石市 

大槌町 

大船渡市 

陸前高田市 

住田町 

北上市 

金ヶ崎町 

藤沢町 

平泉町 

野田村 

八幡平市 

盛岡市 

宮古市 

洋野町 

久慈市 

二戸市 

遠野市 

花巻市 

西和賀町 

一関市 

奥州市 

県立宮古 

北上済生会 

県立二戸 

盛岡日赤 

県立北上 

地域周産期 
母子医療センター 

【県立久慈】 

地域周産期 
母子医療センター 

【県立大船渡】 

地域周産期 
母子医療センター 

【県立中央】 

県立磐井 

県立釜石 

県立胆沢 

総合周産期 
母子医療センター 

【岩手医大】 

遠野市 

大船渡市 
住田町 

釜石市 

陸前高田市 

大槌町 

県立大船渡病院 

県立釜石病院 

遠野市助産院 

岩手県周産期医療情報ネットワークシステムのサーバーは岩手医
大に構築しており、震災に耐え 
稼働し地域医療をサポートした 

岩手県南沿岸地域 

   大地震 発生 ！！ 

災害時におけるデータの回復 
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ピサヌローク 

タイの中北部に位置する地方都市ピサヌロークで事業を行う。 

ピサヌロークのナレスワン大学の要請により、プタチナラ中核
病院が地方に位置するチャタカン診療所およびバンクラン診
療所と遠隔妊婦健診を行えるようモバイルＣＴＧの導入行った。 
 
＜これまでのタイ訪問＞ 
2012年2月 モバイルCTGおよび周産期管理システム 
        ハローベイビープログラムのデモンストレーション 
2012年5月 機器設置および操作研修 

• ナレスワン大学のITチームが３病院からアクセス可能なHIS
（健康情報システム）を構築。 

• チャタカン診療所およびバンクラン診療所にモバイルCTGを1
台ずつ設置。 

• HISに３病院の患者の検査結果が保存される。 
• モバイルCTGで計測したデータのグラフは、患者ごとにPDFフ
ァイルやリンクの形でHISに保存可能。 

• 遠隔コンサルティングの際にHISのデータを閲覧しながら相談
できる。 

タイへの導入 
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ピサヌローク 

• チャタカン診療所およびバンク
ラン診療所の患者のデータは
プタチナラ病院の先生のPC・携
帯にリアルタイムで送信される。 

• チャタカン診療所の産婦人科医
およびバンクラン診療所の看護
師はハイリスク患者の場合や
必要に応じてプタチナラ病院の
先生にデータを見てもらいなが
ら遠隔で相談ができる。 

 

● 

● ● 
● 

●プタチナラ病院 

プタチナラ病院から約130ｋｍ 

●バンクラン診療所 ●チャタカン 診療所 

看護師1名常駐 

産科は週に1度のみ診察 

CTGデータ CTGデータ 

産婦人科医が常駐 

プタチナラ病院から約60ｋｍ 

HIS 

遠隔指導 遠隔指導 

産科部長 Dr. チャチャイ 

●ナレスワン大学 

医学部長 .Dr. スパシット 

TOT（タイ電話公社） 

 クソルモンゴル氏 

保健省 

Dr. ブンチャイ 
＜チーフ・エキスパート＞ ＜プロジェクトマネージャ＞ ＜シニア・アドバイザー＞ 

バンコク 

ピサヌロークの事例 
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周産期医療では、妊娠週数等の時々に応じて妊産婦と胎児に対して 

時系列に適切な診療を行うことが必要です。 

● ＡＳＰ版周産期管理システム 
   （ハローベイビープログラム）を導入 

● モバイルＣＴＧ現地導入、 
   ＣＴＧサーバーシステム日本国内構築 

タイでの操作研修 
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• より良い周産期管理を行っていくには、データの統合化が必須であ
る 
 

• 周産期管理システムで蓄積された情報により、地域単位で妊婦さん
の健康管理を行うことができる 

 
• 実証実験を通して、海外でも病院・診療所・助産所・患者宅を繋ぐネ
ットワークの需要が今後も増え続けることがわかった 
 

• 医療分野におけるIT技術やスマートフォンは今後も進化し続ける。
また、タブレットで個人の健康管理をしていくようになる。 

まとめ 
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ご清聴ありがとうございました。 

 

 

 
 


